
第１回熊本市公契約条例（仮称）検討委員会 概要 

 

１ 日時 

令和６年（２０２４年）５月２３日（木） 午前１０時から 

 

２ 場所 

熊本市国際交流会館３階 研修室１ 

 

３ 出席者 

 （１）委員 澤田会長、岩永委員、北野委員、友田委員、東本委員 

  （２）市  津田総務局長、栗原契約監理部長、永原契約政策課長、 

川上工事契約課長、佐藤技術管理課長 ほか 

４ 概要 

  ・理念型の条例を制定する方向で検討する。 

  ・次回は、実効性を持たせるための具体的な条例の内容について議論する。

事務局は、たたき台をまとめ、提示する。 

  

５ 主なご意見 

  ・賃金の下限額の設定は、売り手市場である現状にそぐわない。 

  ・下請業者を含めたすべての労働者への賃金の支払い状況の報告は事務負

担が大きい。 

  ・賃金の下限を設定するよりも適正な工期設定などを通した労働環境の改

善が必要。 

  ・条例で賃金の下限額を一律に設定することは技術的に困難。 

  ・理念が浸透するような具体的な取組を条例の中で定めることが必要。 

  ・周辺自治体への影響も考慮し、方向性を検討することが必要。 

  ・市の取組方針を明示するなど、実効性を担保する工夫が必要。 

  ・他自治体の条例の良い部分を取り入れた条例を検討していくべき。 

  ・熊本市がいい条例を作ってそれが周りの自治体にもいい影響を与えてい

く。熊本県全体としてよりよい地域をつくっていくことに繋がるような

もの目指していきたい。 

 



６ 今後のスケジュール 

  ご意見を踏まえ、事務局にて条例のたたき台を作成し、第２回検討委員会で

協議（７月上旬に開催予定） 


